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第９回千葉県乳腺診断フォーラム  平成１５年３月１５日 ： 幕張メッセ 

当番世話人        東京歯科大学市川総合病院  外科 正村 滋 

 

症例検討会司会    千葉県立がんセンター   外科 鈴木正人 

千葉大学大学院      臓器制御外科学 矢形  寛 

 

特別講演「非浸潤性乳管癌の病理、分子生物および臨床」 

東北大学大学院 医学系研究科  

外科病態学講座腫瘍外科学分野 教授 大内憲明 先生 

 
 平成 15年 3月 15 日土曜日，幕張メッセにて第 9回千葉乳腺診断フォーラムを開催させていただき
ました．それぞれの分野から計１０５名のご参加をいただき，盛況に終わりましたことを報告させてい

ただき，同時に厚く御礼を申し上げます．私自身初めて参加させていただきましたが，活発な討論で充

実したものであったと思います．今回は，非浸潤性の病変を２例検討しましたが，いずれも興味深い症

例であり，症例の準備・司会をしてくださった鈴木正人，矢形寛両先生には，この場を借りて深謝いた

します． 
 特別講演には，東北大学の大内憲明教授にご快諾いただき，非浸潤癌についての臨床や分子生物学的

な側面をご説明いただきました．盛り沢山の内容のご講演であり，時間の関係ですべての質問をお受け

することができず，懇親会の席まで質疑応答が少し続いていたようでした． 
 世話人会においては，今後のフォーラムの内容，問題点について討論しました．このような研究会の

数が十分消化できる以上に増えていきそうなこと，景気の関係もあり開催にあてる資金が限られている

などの問題点が挙げられましたが，このフォーラムには様々な分野の方が大勢参加なさっていることか

ら，細く長く続けていければよいかなと考えております． 
 小冊子に関すること，フォーラムに関することで建設的なご意見がございましたら御面倒でも世話人

か共催製薬会社の担当者にお伝えいただければ，今後の参考にさせていただきますので宜しくお願いい

たします． 
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症例1　　71歳，女性

局所所見：腫瘤，硬結を触知せず

大きさ1cm以下の小腫瘤は，解像度の高いUS装置でも辺縁やD/W比，内部構造，後方エコー

といった形態の評価が難しいことが多く，注意を要する．またこの程度の大きさではさま

ざまな良性腫瘍も出現し，細胞診断が困難なことも稀ではない．その場合無理をせず針生

検や切開生検も考慮した方がよい．本症例のUS像から推定される組織型は乳頭腺管癌，非

浸潤性乳管癌，乳管内乳頭腫，粘液癌，線維腺腫あるいは内部エコーを伴う嚢胞などであ

ろう．実際の診断では辺縁の不明瞭さを過大評価して乳頭腺管癌を考え，センチネルリン

パ節生検も行った．術前に非浸潤性乳癌とわかれば腋窩の治療は不要である．

MMG（MLO）：頭側方向に乳腺から離れて，や

や低濃度の陰影を認める．局所的非対称性陰

影と判断し，カテゴリー3とした．

US：萎縮した乳腺内に数ミリ大のD/W比の大

きい類円形腫瘤を認める．辺縁は不明瞭な部

位もある．内部は皮下脂肪と比べ等エコーで

あり，後方エコーは不変からやや増強してい

病理（弱拡大）：周囲を間質で囲まれた拡張

した乳管の中に，篩状から乳頭状の形態を示

して細胞の増生がみられる．病変の境界は明

瞭である．

病理（強拡大）：クロマチンが濃くやや小型

の核をもった細胞が増生し小腺腔を形成して

いる．核の大きさは比較的揃っている．筋上

皮も認められ，非浸潤性乳管癌の診断である．



症例2　　43歳，女性

局所所見：左D領域，腫瘤

MMG上微細石灰化の集簇を示した症例である．明らかな腫瘤形成はなくUS上も石灰化に一致

する点状高エコーを認めている．このような画像では非浸潤性乳管癌の可能性を十分考える

が，本症例では皮膚方向に突出する低エコー域とhaloを認めたため浸潤像と判断した．癌研

の佐久間らによれば，このような突出部はクーパー靭帯への浸潤像とは限らず，乳管内進展

やリンパ管浸潤であることもあり，エコー所見からは鑑別困難であるとしている．あくまで

全体像から判断することが重要であろう．また癌は石灰化の範囲(2cm)を超えて進展してお

り(約4cm)，常にそのことを考慮して治療にあたる必要がある．

MMG（ML拡大スポット）：比較的高濃度の乳

腺の中に，多形性の微細石灰化を約2cmの範

囲で集簇性に認める．カテゴリー4と判断し

た．

US：乳腺内に点状高エコーを認める．また矢

印の部分に低エコー域があり，haloを伴って

いるようにみえる．脂肪組織への浸潤と乳管

内病変の混在を示す乳頭乳管癌と診断した．

HEマクロ：萎縮した乳腺の中に乳管内増殖性

病変が散在している．矢印の部分には間質を

伴う乳管があり，その中にも病変が進展して

いる．

病理：乳管壁に異型の強い癌細胞が増生し，

面疱型壊死とそれに伴う石灰化を認める．一

ヶ所に微小浸潤像があり，乳頭腺管癌と診断

した．




